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災害時に外国人が陥る現状

1. 基礎知識が少ない

2. 母語で詳細な情報が得られない

3. 災害時の日本語が難しい

4. 地域との付き合いが希薄

5. 行政の対応が遅れている



災害発生から72時間

電話・インターネットが使えない

情報が伝わりにくい



二重の被災者(外国人)

情報
｢何が起こったのか｣｢どうなっているのか｣

｢どうしたらよいのか｣

自ら判断、行動できる

心の負担軽減



能登半島地震での事例

地震発災直後
・裸足で外に出てしまい足を怪我してしまった（珠洲のインドネシア人）
・初めての地震でパニックになってしまった（富山のパキスタン人）
・何もわからず部屋で一人で泣いていた（富山のスリランカ人）
・アルバイト先ですぐ帰れと言われたが、アパートに帰るのがいいのか
避難場所へ行ったらいいのかがわからなかった（富山のネパール人）

避難途中
・どこに逃げていいかわからず、とりあえず外に出たら渋滞に巻き込まれた
（富山のパキスタン人）

・すぐに津波が来ると聞かされ、山の方に逃げたが、車だらけで身動きが取れなく
なった。（富山のバングラデシュ人）

・SNSでコストコに集合していることを知り、コストコに向かった。
（富山のパキスタン人）

⇒外国人住民はコミュニティのSNSを頼りにしている人が多い
避難所で
・家に帰るのが怖くて、他地域の避難所に最後までいた（富山の中国人）
・日本語でしか案内がなく何もわからずすぐに帰った（富山のフィリピン人）
・避難所にしばらくいたが、非難の目で見られていたたまれなくなって出てしまった
（珠洲のインドネシア人）



避難所運営を考えるワークショップ出てきた意見

2024年10月29日・2025年1月13日実施（ダイバーシティとやま主催）

参加した外国人住民

パキスタン６人、ベトナム4人、ネパール3人、ブラジル1人、シリア1人、中国1人

＜現れてきた困難さ＞

・そもそも避難所の場所がわからない。避難所がどういうところか知らない。

・避難所に行っても邪魔者、迷惑な存在のように見られる。

・災害が起きたときに何をすればいいのかわからない。

・外国人コミュニティ同士での支え合いになり、日本人に当たり前に提供されるサービスが

外国人に届いていない。

・日本語がわからないので、衣食住に直結する情報も届いていない。

・行間を読む日本語、日本人同士の暗黙のルールがわからない。

・お荷物になっている外国人への苛立ち

・外国人であっても役に立てることはたくさんあるはず。日本社会に対する勉強不足や災害

時に災害弱者になっていることへの苛立ち



＜困難さを発生させる理由＞

・日本特有の災害（特に地震・水害）を知らない。

・災害に関する日本語の情報が難しい。行政の情報が届いておらず、防災情報

（避難所の位置やハザードマップ等）に疎い。

・言葉や習慣の違い

日本人の曖昧な言い方（丁寧な言い方）では伝わらない。

宗教的な違い。

特に、射水市に多いムスリムの場合、食事（豚肉やアルコール等）

お祈りの時間や場所の確保、男女の接触への制限など

・外国人も地域住民の一人であるという自覚の欠如



射水市の外国人住民はすぐに動き出した

・発災の日にコストコ駐車場で炊き出し
・富山モスクを避難所として開放
・支援物資を被害の大きかった氷見市、能登に。
・土砂撤去や壊れたブロック塀や灯篭の撤去

発災直後からトラックに
水や支援物資を詰め込
んで氷見へ

2024.1．15 北日本新聞



・輪島でパキスタンカレーの炊き出し
・珠洲のインドネシア人実習生へ
ハラルフードの物資支援

・射水市に避難していた七尾の高校生への
炊き出し



富山モスク



一般社団法人「TMCとやまムスリムセンター」

TMCとやまムスリムセンター
2024．11.2 北日本新聞



厚労省の「被災高齢者等把握事業」で、輪島市の約11,00０世帯
を全戸訪問するのに携わった中で、多くの輪島の人や外国人住
民にも出会う。

訪問途中で突然
道が崩れていた所
も多々あり
→

今にも裏の崖が
崩れてきそうな
のに、ここに住
みたいと…↓

最初のアセスメント調
査の時に、出会った日
本人配偶者のブラジル
の方
「うちは地震で壊れな
かったから大丈夫」→
しかし、9月の水害で
１階部分がめちゃめ
ちゃに・・・



防災に備えての富山の外国人住民の動き

射水市総合防災訓練
多言語指差しボードに
ないウルドゥ語を作成

12月16日外国人住民主催で
市役所の人や地域の人を招き
防災や地域のことについて学び、
子どもたちが日本での将来につい
て語る会を開いた

2024.9.30北日本新聞



「外国人住民や自閉症・発達障害の人がいる避難所運営を考える」セミナー開催
1回目のセミナーでは外国人住民や自閉症・発達障害のある方の避難所や避難生活に

ついて考えるワークを行い、2回目のセミナーでは「自分ができることカード」と「手伝って
ほしいカード」を作成し、避難所の支え合いを考えるためのカードづくりを行った。

2025.1.14北日本新聞



外国人留学生向け 「防災教育および災害サポーター養成ワークショップ」開催

富山国際学院に通う11か国59名の留学生と聴講生が受講
2年生11名は学習発表会でも、防災について発表。
防災ボトルを作って常にかばんに入れておくことや
災害時に自分に何ができるかを発表した。

2025.1．15北日本新聞



外国人留学生 (2024年5月1日時点 独立行政法人日本学生支援機構)
総計：全国 336,708人

・大学院: 58,215人
・大学（学部）: 87,421人
・短期大学: 3,265人
・高等専門学校: 506人
・専修学校（専門課程）: 76,402人
・準備教育課程: 3,658人
・日本語教育機関: 107,241人 前年比57,434人増（+20.6％）という大幅な伸び

年代別人口の推移と

将来予測（日本）
国立社会保障・人口問題研究所の

「将来推計人口（令和5年推計）」

若い留学生の力を

防災に生かすことは
重要！



災害時の多文化共生の重要性

災害時に起こる困りごとは平時の困りごとの延長

外国人でも役に立てることはたくさんあるはずなのに災害時に災害弱者になっている

ことへの苛立ち

⇒これは富山の外国人住民の声だが、輪島の外国人住民からも・・・

「私は1人でできるのに、市役所の人には、すぐに『お父さん（日本人配偶者）は？』と聞か

れる。私は子どもじゃないよ。ちゃんと大人として見てください。」

・・・これらは災害時に限らず、平時から外国人住民の抱いている思い

平時から「互いが互いを支え合う存在である」
という自覚を持つことが大切！

そのために私たちができることは何だろう？



課題解決のために・・ ～避難所運営から考える～

・さまざまな文化や特性を持つ人が混乱しないための、環境づくり。

避難所であれば、避難所自体をいわゆる日本人の健常者を標準にするのではなく、多様

性に配慮した避難所運営のために、環境（衣食住はもとより、さまざまなルール、掲示物や

情報伝達の方法など）を整えていく。

・共有スペースとパーソナルスペースを特性に応じて整えていく。

・当事者ができることを尊重する。

要配慮者、要支援者であっても、避難所運営や生活再建のためにできることがあると理

解し、当事者ならではの役割を発揮してもらう。また、その役割を担ってもらうことで、自己

肯定、他者理解を促進させる。

・互いが互いを支え合う存在であるという自覚を持つこと

日頃から、地域はもちろん、自身が属している社会（会社、活動団体〈ボランティア活動や

サークル活動、趣味の講座等〉）、友人知人とのつながりを意識し、生活していくこと

こうした課題解決のためには、行政はもちろん、さまざまなセクターが課題解決のファク

ターを担っていることを自覚し、各個々人が意識的に社会参加しうるような土壌を作ってい

くことが大切である。

そしてもっといろいろな場面で外国人住民自身が参画できるようにしていくこと
⇒多様な担い手がともに、解決策を検討していく場があること



多文化共生にとって大切なことは・・・

日本人であれ外国人であれ

「この地域でともに暮らし、この地域を一緒に作っていく人」が肝

そして、その時に大切なのは、「あたりまえはあたりまえじゃない」という視点
～多様な見方を味方にしよう～

ちがいに気づき ちがいを活かし ちがいが創る しなやかな地域社会に向けて



ブログ「ダイバーシティとやま」な日々
多様な人の多様な生き方を綴って
います。現在229名掲載中

外国の方が病院に
行きたい時の問診
票などダウンロード
できます。

The Colors
～人生に彩りを～

という番組で紹介されました。
よかったらご覧ください。

1993年開校の日本語学校
富山国際学院のホームページ
はこちらです。

ご清聴ありがとうございました！

共創のみらい富山 ⇒
JICA北陸等と
実行委員会を作って
活動しています。
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